




















































































































































































































































































































































１）Art Deco w Europie i w Polsce. Anna Sieradzka.著　Volumen．出版．1996年．１頁－175頁．（写真－５
は115頁から引用）




３）Biedermeier Przewodnik Dla Kolekcjonerów. Joanna Woch.著　Wydawnictwo Arkady．出版．Warszawa．
2007.1頁－291頁（写真－８は、172頁から引用）
４）Polskie Meble 1918－1939. Forma－Funkcja－Technika. Anna Kostrzyńska－Miłosz.著　Instytut Sztuki 
Polski Akademii Nauk．出版．Warszawa.2005．１頁－328頁（写真－７は37頁。写真－10、写真－11は39頁。
写真－12は、40頁から引用。写真－13は、38頁から引用。写真－15は、41頁から。写真－18は、69頁引用）
５）Dzieje Sztuki Polskiej. Franciszek Stolot. その他著．Kluszczyński Wydawnictwo．出版. Warszawa.1999．
１頁－680頁（写真－４は、642頁から引用）
６）ART DECO. The Europian Style. Sarah Morgan.著 Arlington Press. 出版1990．30頁
７）National Style and Nation－State. Gillian Naylor.著 Manchester University press.出版 1992．１頁－150頁（写
真－９は、71頁から引用）
８）Szlakiem architektury art deco. Stalowa Wola. By the Route of Art Deco Architecture.Stalowa Wola. 
Anna Sieradzka.Muzeum Regionalne w Stalowej Woli.出版. Stalowa Wola .2008.１頁－71頁．
９）Meble projektu Mieczysława Kotarbińskiego na Wystawe Paryska 1925. －Zródła Inspiracji. Anna 
Kostrzyńska－Miłosz.Warszawa. Instytut Sztuki PAN. Biuletyn Historii Sztuki.R.LVIII.1996, nr, 1－2.
10）Art Deco.Towards the Definition and Chronology of the Style. Andzej･K.Olszewski. Polish Art 
Studies,1992,t XIV. P.73－p.90.
11）Praha. České uměni 1890－1930. Od Secese po Art Deco. Czech Art 1890－1930:From Art Nouveau to 
Art Deco.
　　煌めくプラハ．19世紀からアール・デコへ．世田谷美術館／読売新聞．1999
12）ART DECO,アール・デコ．アラステア・ダカン　著．関根秀一、小林紀子、新発田洋一訳．洋版出版株式会社、
平成５年
13）チェコのキュビズム建築とデザイン1911－1925，ホホル、ゴチャール、ヤナーク．鈴木豊、藤森照信、ロ
スチスラフ・シュヴァーハ、ぺトル・ヴォルフ　著　INAX出版．2009．（写真－16は、69頁、写真－17は、
67頁から引用）
14）国際構成主義．谷本尚子　著　世界思想社　2007年．
15）ポーランドの建築・デザイン史．工芸復興からモダニズムへ．ディヴィット・クラウリー　著．管靖子．
その他訳．2006年．
１．（写真－１）カロル・ティヒ作の寝室の家具、椅子と収納棚．ウイーン工房とフォーク芸術の影響．1908年
２．（写真－２）カロル・ティヒ作の邸宅住宅のサロン．ビーダーマイヤー様式の影響を受けたアールデコ様式．
1912年
３．（写真－３）ヨゼフ・ホフマン作の調整背もたれをもつ肘掛椅子．1905年．ウイーン工房で制作．
４．（写真－４）スタニスワフ・ビイスピアンスキー作．タデウシ・ゼェロムスキー住宅のサロンの食堂．1905
年
５．（写真－５）ユゼフ・チャイコフスキー作．「装飾芸術・工業芸術国際博覧会」パリ．ポーランド館．1925
年
６．（写真－６）ユゼフ・チャイコフスキー作．ポーラント館の玄関の間、ホール．チェス盤構成の幾何学的形
態の壁上部．1925年
７．（写真－７）カロル・ストリイエンスキー作．ポーランド館の名誉サロンの木造ベンチ．フォーク芸術の影
響を受けたキュビスム形態の特徴を示す。1925年
８．（写真－８）ポーランドの邸宅のビーダーマイヤー様式のソフア．ヨゼフ・ダンハウゼル作．1830年
９．（写真－９）ユゼフ・チャイコフスキー作．ポーランド館のホール部分の執務室のバロック様式の影響を受
けた肘掛椅子．1925年
10．（写真－10）ヴオイチェフ・ヤストジェンボフスキー作．「装飾芸術・工業芸術国際博覧会」傷病兵パビリ
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名古屋女子大学紀要　第57号（家政・自然編）
オンのポーランドの食堂サロン．テーブル．木目と幾何学的形態．1925年
11．（写真－11）ヴオィチェフ・ヤストジェンボフスキー作．「装飾芸術・工業芸術国際博覧会」傷病兵パビリ
オンのポーランドの食堂サロンの時計台．弓形に曲がった木彫りの幾何学的形態．1925年
12．（写真－12）ヴォイチェフ・ヤストジェンボフスキー作．傷病兵パビリオンの食堂サロンの食器棚．半円形
の形態と鋭い角の三角形使用のフランスのアール・デコ様式．1925年
13．（写真－13）ヴォイチェフ・ヤストジェンボフスキー作．「装飾芸術・工業芸術国際博覧会」傷病兵パビリ
オンの食堂サロン室．壁装飾は、ポーランドにおけるフォーク芸術のシンメトリー花型の形態と楕円形の
鏡などのアール・デコ様式．1925年
14．（写真－14）ユウレス・レレフ（Jules Leleu）作．フランスのアール・デコ様式作家．化粧台とコンソール
15．（写真－15）ミェチスワフ・コタルビンスキー作．ポーランドの傷病兵パビリオンの男性の書斎室．1925年．
チェコのキュビスム作家の強い影響を受けている。
16．（写真－16）チェコのヴラジミール・ホフマンの作．サイドボード．キュビスムの家具でオーク材を黒く塗
装し斜めの面やボリューム感を出している。1913年
17．（写真－17）ミェチスワフ・コタルビンスキー作．植物の幾何学的形態のシャンデリア．1929年
18．（写真－18）ユリウシ・ペトジック作．ポーランド国内展示会の書斎の事務机．1920年代のチェコのキュビ
スムの影響．木目と逆ジグザッド状の引き出し事務机．1929年
19．（写真－19）ユリウシ・ベトジック作．ポーランド国内展示会の書斎．楕円形と尖塔アーチの背もたれを持
つ肘掛椅子と事務机。それぞれの脚がアール・デコの曲線を強調．1929年
20．（写真－20）ユリウシ・ペトジック作．ポーランド国内展示会の書斎．肘掛椅子と事務机の家具三面図．正
面図と側面図．1929年
21．（写真－21）作者不明．食堂用の収納棚．半円形と円形、正方形、長方形の幾何学形態と漆塗りと日本の引
き違い棚．1930年代
